バシリカ会堂

サンフランシスコの１９０６年の地震により、ミッションは残ったが隣の教会は崩壊した。　現存の教会は、１９１８年に完成し、１９５２年にパイウス法王１２世によってバシリカ会堂となった。バシリカ会堂は、法王の名誉教会である。祭壇の右側の赤や黄の半開きの傘と、祭壇の左側のローマ教皇の記章の彫られた紋章が、この教会がバシリカであることを表らわしている。　

聖歌隊の窓には、フランシスコ修道会の創設者であり、またサンフランシスコ市の守護聖人である聖フランシス・デ・アシシが描かれている。下方の窓には、２１のカリフォルニア・ミッションが描かれている。これらの絵は、セラ、パロウ神父をたたえて描かれたものである。主祭壇の最上段に聖母マリアア　（マデ・ドロロサ）が彫られている。正面入口の上部およびサイドバルコニーの壁面には、７つの［ソロー・オブ・マリア］が個々に描かれている。

バシリカ会堂の歴史の中で最も重要な出来事の一つは、１９８７年９月１７日にヨハネパウロ・ロマ法王２世がバシリカ会堂でエイズ患者や老人達と対面したことである。法王がエイズで苦しむ子供を抱きしめ、神のご加護を祈った場面は感動的であった。

サン・フランシスコ・デ・アシシ

ミッション・ドロレス

ミッション・サン・フランシスコ・デ・アシシ（ミッション・ドロレス）はサンフランシスコ市の第一史跡として登録されている。ミッションはサンフランシスコで現存する最も古い建物であり、またカリフォルニアに原形のまま建て直されず残っている最も古いミッションで　ある。ミッションの設立日の１７７６年６月２９日　（アメリカの独立宣言調印の５日前）はサンフランシスコの正式の誕生日である。　　　　　

多くのカリフォルニアの初期の開拓者がミッションの神殿に奉られている。メキシコ支配下の最初のカリフォルニア知事であるアルグエロ、初代サンフランシスコ統治者のデ・ハロ、　開拓者のモラガがミッションに埋葬されている。

ミッションはサンフランシスコ土民のオーロネ・インデイアンの苛酷な労働によって建てられた。数千人のオーロネ・インデイアンもミッション周辺に埋葬された。　


　　　　　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

